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１．本コントローラの特徴 

 
 本機はＬＣＤパネルを検査するコントローラで、ＬＣＤ駆動波形を発生する装置です。 

１） コモン波形出力 2本、セグメント波形出力 2本の計 4本 
２） 液晶駆動波形の各設定をＳＷ類で自由に変更可能（電圧・Ｄｕｔｙ・Ｂｉａｓ・周波数・波形タイプ） 
３） 供給電源は、ＤＣ５Ｖ又は電池から供給できるので携帯用として利用可能 

 また各設定値は、コントローラ内臓の Flash Memoryに保存しますので電源 OFFにして後日電源 ON 
にしても前回の設定値を保持しています。 
（注意：SW類で設定値変更した後、10秒後に自動保存するので、すぐ電源 OFFすると保存しません） 

 
 
 

２．ブロック図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ●供給電源について 
 ・DC５V・・・・・・・・ 外部 ACアダプタにより電源を供給する 
 ・乾電池・・・・・・・・ 携帯用として乾電池により電源を供給する 
 
  ●SW類について 
 ・Stepボタン・・・・・・ 出力波形の表示パターン切替 
 ・切換 SW・・・・・・・ 変更したい設定の種類選択（LCD表示器のカーソルも移動） 
 ・ロータリエンコーダ・・ 各設定値の変更（右回りで＋方向、左回りで－方向） 
 
  ●調整 VRについて 
 ・電圧調整ボリューム・・ LCD駆動波形の電圧を可変 
 
  ●LCD表示器について 
 ・現在の出力波形の状態を表示します、表示例は以下の通り 

  P=Lattice1: MLS =off 

  Volt=10.00V:Duty= 16 

  Freq= 100Hz:Bias=  4 

  Wave= C     ( 7line) 

 
 

 

S
W
類

 
H8CPU(10MHz) 
Flash Memory 

 
PLD 
(波形生成回路) 

電圧発生回路 調

整

Ｖ

Ｒ

Bias生成回路 
(V1－V6) 

Common 
Driver 

Segment 
Driver 

乾電池 
(単三 4個) 

DC5V 

Com1 

Com2 

Seg1 

Seg2 

LCD表示器 
(20文字×4line) 



 3

 

３．LCD電源の仕様 

 
 表 ＬＣＤ電源の電気的仕様 
出力波形 
Ｖ(電圧) １．０～２9．０(V)  
Ｄｕｔｙ スタティック～１／２５６(Duty) 分解能 １ 
Ｂｉａｓ 
 

１／１(スタティック) 
１／２～１／１６(Bias) 

分解能 １ 
 

FLM周波数 ２０～８０００Ｈｚ 分解能 １・５・３０・５０ 
波形タイプ A波形、B波形、C波形、C+EOR波形 

（C波形時、１～３２ｎLine） 
４種類 

MLS波形 OFF、２～８line MLS駆動 ON/OFF 
出力波形の表示パターン（９種類） 
All ON 全ＯＮ表示パターン 
All OFF 全ＯＦＦ表示パターン 

Length1 縦ライン表示パターン 

Length2 縦ライン表示反転パターン 

Width1 横ライン表示パターン 

Width2 横ライン表示反転パターン 

Lattice1 格子表示パターン 

Lattice2 格子表示反転パターン 

Flash Seg1、Seg2交互点滅 

 
 注）周波数は基準ＣＬＫ１０ＭＨｚから生成されるため高周波数では誤差の大きい周波数が一部ある。 
   １フレーム＝10MHz／（Duty×FLM） 
 
 
 波形出力例 
 
                          1     2     3     4     5                 m    1     2 
    V1 
    V2 
    V3 
    V4          Ｖ(電圧) 
    V5 
    V6 
  COM波形 
   On  Off   On   Off   On               Off    On   Off 
    V1 
    V2 
    V3 
    V4          Ｖ(電圧) 
    V5 
    V6 
  SEG波形    １フレーム(FLM周波数) 
 
        Duty ：１／m duty 
        Bias ：１／５ bias 
       波形タイプ ：Ａ波形（ライン反転駆動） 
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３．１ ＢＩＡＳについて 
 
          図 １／１Bias(スタティック)        図 １／２Bias 
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       図 １／３Bias       図 １／４Bias 
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     図 １／５～１／１６Bias 
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        V2 
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 Xの範囲：１R≦X≦12R 
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３．２ 波形タイプについて 
 
 ①Ａ波形（交流波形がライン反転）1/m Duty 
 
   1   2   3   4             m  1  2   3   4             m 
     V1 
     V2 
     V3 
     V4 
     V5 
     V6 
   １フレーム 
 
 ②B波形（交流波形がフレーム反転）1/m Duty 
 
      1   2   3   4             m  1   2   3   4             m 
   V1 
   V2 
   V3 
   V4 
   V5 
   V6 
   １フレーム 
 
 ③C波形（交流波形がｎライン反転）1/m duty 
 
  １２３              ｍ１２３              ｍ 
   V1 
   V2 
   V3 
   V4 
   V5 
   V6 
     １フレーム 
  
                ｎ 
 
 ④C+EOR波形（交流波形がｎライン反転）1/m Duty 
 
  １２３              ｍ１２３              ｍ 
   V1 
   V2 
   V3 
   V4 
   V5 
   V6 
     １フレーム 
  
           ｎ 
 
 
３．３ MLS波形タイプについて 
 
 MLS駆動選択の ON/OFFが可能で、1フレームにつき COM端子に２～８回選択信号を出力できます。 
 MLS＝OFFの時は、通常出力で 1フレームにつき COM端子に 1回選択信号が出力されます。 
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